
(57)【要約】

【課題】本出射効率の悪い有機ＥＬディスプレイ素子で

は、所定の明るさのディスプレイとするために、有機Ｅ

Ｌディスプレイ素子の寿命を短縮するという結果となっ

ていた。本発明は、このような問題を解決するために、

出射効率の高い有機ＥＬディスプレイ素子の提供を目的

とする。

【解決手段】本発明は、有機ＥＬディスプレイ素子の透

明基板上に順次積層された透明電極、有機ＥＬ層、金属

電極を有する有機ＥＬディスプレイ素子において、透明

電極の有機ＥＬ層側を所定の数のドーム形状することに

より解決した。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
透 明 基 板 上 に 順 次 積 層 さ れ た 透 明 電 極 、 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 層 、 金 属 電 極 を 有 す
る 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス デ ィ ス プ レ イ 素 子 に お い て 、 透 明 電 極 の 有 機 エ レ ク ト ロ ル
ミ ネ セ ン ス 層 側 を 所 定 の 数 の ド ー ム 形 状 に し た 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス デ ィ ス プ レ イ
素 子 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス デ ィ ス プ レ イ 素 子 に お い て 、 前 記 ド ー ム 形
状 が マ ト リ ク ス 型 表 示 の 画 素 毎 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ
セ ン ス デ ィ ス プ レ イ 素 子 。
【 請 求 項 ３ 】
透 明 基 板 上 に 順 次 積 層 さ れ た 透 明 電 極 、 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 層 、 金 属 電 極 を 有 す
る 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス デ ィ ス プ レ イ 素 子 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 断 面 が 逆 台 形 の シ
ャ ド ー マ ス ク を 用 い て 、 透 明 電 極 の 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 層 側 を ド ー ム 形 状 に 形 成
す る 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス デ ィ ス プ レ イ 素 子 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス デ ィ ス プ レ イ 素 子 及 び 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン
ス デ ィ ス プ レ イ 素 子 の 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 の 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス デ ィ ス プ レ イ 素 子 の 構 造 を 図 １ に 示 す 。 以 後 、 「 エ レ
ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 」 を 「 Ｅ Ｌ 」 と 略 記 す る 。 図 １ に お い て 、 ５ １ は 空 気 、 ５ ２ は ガ ラ ス
基 板 、 ５ ３ は 透 明 電 極 、 ５ ４ は 有 機 Ｅ Ｌ 層 で あ る 。 各 説 明 の 括 弧 内 は 屈 折 率 を 表 す 。 図 １
（ ａ ） に お い て 、 ガ ラ ス 基 板 ５ ２ に 透 明 電 極 ５ ３ 、 有 機 Ｅ Ｌ 層 ５ ４ 、 金 属 電 極 （ 図 示 せ ず
） を 積 層 し 、 透 明 電 極 ５ ３ と 金 属 電 極 と の 交 点 が 画 素 部 と な る 。 画 素 部 で 発 光 し た Ｅ Ｌ 光
は 、 透 明 電 極 ５ ３ 、 ガ ラ ス 基 板 ５ ２ を 経 て 空 気 ５ １ に 出 射 す る 。 空 気 ５ １ に 出 射 す る 際 の
ガ ラ ス 基 板 ５ ２ か ら 空 気 ５ １ へ の 入 射 角 θ ｉ が 臨 界 角 を 越 え る と 、 Ｅ Ｌ 光 は 全 反 射 し て 出
射 で き な く な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
図 １ （ ａ ） よ り 各 層 で の 入 射 角 と 出 射 角 の 関 係 は 、 　 次 式 で 表 さ れ る 。
ｎ ｏ 　 ｓ ｉ ｎ θ ｏ ＝ ｎ ２ 　 ｓ ｉ ｎ θ ２ 　 （ １ ）
ｎ ２ 　 ｓ ｉ ｎ θ ２ ＝ ｎ ｉ 　 ｓ ｉ ｎ θ ｉ 　 （ ２ ）
ｎ ｉ 　 ｓ ｉ ｎ θ ｉ ＝ ｎ １ 　 ｓ ｉ ｎ θ １ 　 （ ３ ）
こ こ で 、 ｎ ｏ は 有 機 Ｅ Ｌ 層 の 屈 折 率 、 ｎ ２ は 透 明 電 極 の 屈 折 率 、 ｎ ｉ は ガ ラ ス 基 板 の 屈 折
率 、 ｎ １ は 空 気 の 屈 折 率 で あ る 。
（ １ ） 、 （ ２ ） 、 （ ３ ） 式 よ り 、
ｎ ｏ 　 ｓ ｉ ｎ θ ｏ ＝ ｎ １ 　 ｓ ｉ ｎ θ １ 　 （ ４ ）
【 ０ ０ ０ ４ 】
上 式 よ り 、 有 機 Ｅ Ｌ 層 の 屈 折 率 ｎ ｏ と 出 射 角 θ １ と の 関 係 で い え ば 、 図 １ （ ｂ ） で 示 し た
よ う に 、 有 機 Ｅ Ｌ 層 ５ ４ が 空 気 ５ １ と 直 接 、 接 し て い る の と 同 じ 関 係 に な る 。 （ ４ ） 式 に
お い て 、 全 反 射 と な る の は θ １ ＝ ９ ０ ° で あ る か ら 、 こ の と き の 臨 界 角 （ θ ｏ ） ｍ ａ ｘ は
次 式 と な る 。
（ θ ｏ ） ｍ ａ ｘ ＝ ｓ ｉ ｎ － １ 　 （ ｎ １ ／ ｎ ｏ ） 　 （ ５ ）
【 ０ ０ ０ ５ 】
上 式 に お い て 、 ｎ １ ＝ １ ． ０ 、 ｎ ｏ ＝ １ ． ７ と す る と 、 （ θ ｏ ） ｍ ａ ｘ ＝ ３ ６ ． ０ ° と な
る 。 つ ま り 、 θ ｏ が ３ ６ ° 以 上 の 角 度 に な る と 、 Ｅ Ｌ 光 は Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 か ら 出 射
で き ず 、 閉 じ 込 め ら れ て し ま う 。 有 機 Ｅ Ｌ 層 で 発 光 し た Ｅ Ｌ 光 が ３ ６ ° 以 下 の 角 度 で 入 射
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す る 割 合 η は 次 式 と な る 。
【 数 １ 】
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ０ ６ 】
上 式 に お い て 、 （ θ ｏ ） ｍ ａ ｘ ＝ ３ ６ ． ０ ° と す る と 、 η ＝ ０ ． ２ と な り 、 有 機 Ｅ Ｌ 層 で
Ｅ Ｌ 発 光 し た 光 の う ち ガ ラ ス 基 板 か ら は ２ ０ ％ し か 取 り 出 せ な い 。 こ の よ う に 、 出 射 効 率
の 悪 い 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 で は 、 所 定 の 明 る さ の デ ィ ス プ レ イ と す る た め に 、 有 機
Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 の 寿 命 を 短 縮 す る と い う 結 果 と な っ て い た 。
本 発 明 は 、 こ の よ う な 問 題 を 解 決 す る た め に 、 出 射 効 率 の 高 い 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子
の 提 供 を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
前 述 し た 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 願 第 一 発 明 は 、 透 明 基 板 上 に 順 次 積 層 さ れ た 透 明 電 極
、 有 機 Ｅ Ｌ 層 、 金 属 電 極 を 有 す る 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 に お い て 、 透 明 電 極 の 有 機 Ｅ
Ｌ 層 側 を 所 定 の 数 の ド ー ム 形 状 に し た 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 で あ る 。 こ こ で 、 ド ー ム
形 状 と は 、 透 明 電 極 の 有 機 Ｅ Ｌ 層 側 を 膨 出 さ せ て 、 湾 曲 状 に し た も の を い う 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 願 第 二 発 明 は 、 本 願 第 一 発 明 の 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 に お い て 、 前 記 ド ー ム 形 状 が
マ ト リ ク ス 型 表 示 の 画 素 毎 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 願 第 三 発 明 は 、 透 明 基 板 上 に 順 次 積 層 さ れ た 透 明 電 極 、 有 機 Ｅ Ｌ 層 、 金 属 電 極 を 有 す る
有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 断 面 が 逆 台 形 の シ ャ ド ー マ ス ク を 用 い て
、 透 明 電 極 の 有 機 Ｅ Ｌ 層 側 を ド ー ム 形 状 に 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ
イ 素 子 の 製 造 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 願 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 添 付 の 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
（ 実 施 の 形 態 １ ）
本 発 明 は 、 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 に お い て 、 透 明 電 極 の 有 機 Ｅ Ｌ 層 側 を ド ー ム 形 状 に
形 成 し て 、 Ｅ Ｌ 光 の 出 射 効 率 を 向 上 さ せ た も の で あ る 。 図 ２ は 、 Ｅ Ｌ 発 光 し た 光 の 出 射 効
率 を 向 上 さ せ た 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 の 断 面 図 を 示 す 。 図 ２ に お い て 、 １ １ は 空 気 、
１ ２ は 透 明 基 板 と し て の ガ ラ ス 基 板 で あ り 、 他 の 透 明 基 板 と し て は フ レ キ シ ブ ル 基 板 、 カ
ラ ー フ ィ ル タ や 色 変 換 材 料 が 形 成 さ れ た 基 板 を 含 む 。 １ ３ は 透 明 電 極 で あ り 、 透 明 電 極 材
料 に は Ｉ Ｔ Ｏ （ Ｉ ｎ ｄ ｉ ｕ ｍ 　 Ｔ ｉ ｎ 　 Ｏ ｘ ｉ ｄ ｅ ） 、 イ ン デ ィ ウ ム 亜 鉛 酸 化 物 や 酸 化 ス
ズ な ど が 適 用 で き る 。 １ ４ は 有 機 Ｅ Ｌ 層 で あ り 、 Ｅ Ｌ 発 光 す る 層 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
図 ２ に お い て 、 透 明 電 極 １ ３ を 有 機 Ｅ Ｌ 層 １ ４ の 側 に ド ー ム 形 状 に 張 り 出 し た 形 状 と す る
。 透 明 電 極 １ ３ の 屈 折 率 は 通 常 １ ． ９ 程 度 、 有 機 Ｅ Ｌ 層 １ ４ の 屈 折 率 は 通 常 １ ． ７ 程 度 で
あ る た め 、 透 明 電 極 の ド ー ム 形 状 は 凸 レ ン ズ と し て の 効 果 を 有 す る こ と に な る 。 即 ち 、 図
２ に 示 す よ う に 、 Ｅ Ｌ 発 光 し た 光 が ド ー ム 形 状 面 に 当 た る と 、 透 明 電 極 １ ３ の 傾 斜 に よ り
、 ガ ラ ス 基 板 １ ２ へ の 入 射 角 は 透 明 電 極 １ ３ が 平 坦 で あ る と き よ り も （ θ ２ － α ） と θ ２

よ り 小 さ く な る 。 ガ ラ ス 基 板 １ ２ へ の 入 射 角 が θ ２ よ り 小 さ い と 、 空 気 へ の 入 射 角 も （ θ

ｉ － β ） と θ ｉ よ り 小 さ く な る 。 そ の 結 果 、 空 気 １ １ へ の 出 射 角 も （ θ １ － γ ） と θ １ よ
り 小 さ く な る 。
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【 ０ ０ １ ２ 】
従 っ て 、 空 気 １ １ へ の 出 射 角 が 小 さ く な る と 、 Ｅ Ｌ 光 が ガ ラ ス 基 板 １ ２ と 空 気 １ １ と の 境
界 で 全 反 射 さ れ る 割 合 が 少 な く な り 、 出 射 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き た 。 出 射 効 率 の 高
い 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 は 明 る い デ ィ ス プ レ イ と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
（ 実 施 の 形 態 ２ ）
本 発 明 は 、 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 に お い て 、 透 明 電 極 の 有 機 Ｅ Ｌ 層 側 を 画 素 毎 に ド ー
ム 形 状 に 形 成 し て 、 Ｅ Ｌ 光 の 出 射 効 率 を 向 上 さ せ た も の で あ る 。 図 ３ は 、 Ｅ Ｌ 発 光 し た 光
の 出 射 効 率 を 向 上 さ せ た 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 を 示 す 。 図 ３ （ ａ ） は 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス
プ レ イ 素 子 の 拡 大 平 面 図 、 図 ３ （ ｂ ） は 図 ３ （ ａ ） に お け る Ｂ － Ｂ ’ 線 で の 断 面 図 、 図 ３
（ ｃ ） は 図 ３ （ ａ ） に お け る Ａ － Ａ ’ 線 で の 断 面 図 で あ る 。 図 ３ に お い て 、 １ １ は 空 気 、
１ ２ は 透 明 基 板 と し て の ガ ラ ス 基 板 、 １ ３ は 透 明 電 極 、 １ ４ は 有 機 Ｅ Ｌ 層 、 １ ５ は 画 素 で
あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 は 画 像 表 示 に 用 い ら れ 、 行 方 向 （ 図 面 の 横 方 向 ） の 透 明 電 極 １ ３ と 列 方 向
（ 図 面 の 縦 方 向 ） の 金 属 電 極 （ 図 示 せ ず ） か ら な る マ ト リ ク ス の 表 示 素 子 で あ る 。 図 ３ （
ａ ） に 示 す よ う に 、 透 明 電 極 １ ３ は 横 方 向 に 配 置 さ れ 、 金 属 電 極 （ 図 示 せ ず ） は 縦 方 向 に
配 置 さ れ て い る た め 、 そ の 交 点 が 画 素 １ ５ と な る 。 Ｂ － Ｂ ’ 線 で の 断 面 図 で あ る 図 ３ （ ｂ
） に 示 す よ う に 、 透 明 電 極 １ ３ を 横 方 向 に 連 続 的 に 形 成 し 、 か つ 画 素 の 部 分 の 透 明 電 極 を
有 機 Ｅ Ｌ 層 側 に 膨 出 さ せ て 、 ド ー ム 形 状 に 形 成 す る 。 Ａ － Ａ ’ 線 で の 断 面 図 で あ る 図 ３ （
ｃ ） に 示 す よ う に 、 透 明 電 極 １ ３ を 縦 方 向 に 分 断 し 、 か つ 画 素 の 部 分 の 透 明 電 極 を 有 機 Ｅ
Ｌ 層 側 に 膨 出 さ せ て 、 ド ー ム 形 状 に 形 成 す る 。 透 明 電 極 １ ３ の 屈 折 率 は 通 常 １ ． ９ 程 度 、
有 機 Ｅ Ｌ 層 １ ４ の 屈 折 率 は 通 常 １ ． ７ 程 度 で あ る た め 、 実 施 の 形 態 １ で 説 明 し た よ う に 、
透 明 電 極 の ド ー ム 形 状 は 画 素 毎 に 凸 レ ン ズ と し て の 効 果 を 有 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
従 っ て 、 透 明 電 極 １ ３ を 有 機 Ｅ Ｌ 層 側 に ド ー ム 形 状 に 膨 出 さ せ る こ と に よ り 、 Ｅ Ｌ 光 が ガ
ラ ス 基 板 １ ２ と 空 気 層 １ １ と の 境 界 で 全 反 射 さ れ る 割 合 が 少 な く な り 、 出 射 効 率 を 向 上 さ
せ る こ と が で き た 。 出 射 効 率 の 高 い 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 は 明 る い デ ィ ス プ レ イ と す
る こ と が で き る 。 Ｅ Ｌ 光 の 透 過 率 の 高 い 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 は 明 る い デ ィ ス プ レ イ
と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
（ 実 施 の 形 態 ３ ）
本 発 明 は 、 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 の 透 明 電 極 を ド ー ム 形 状 に 形 成 す る 製 造 方 法 で あ る
。 図 ４ は 、 本 発 明 の 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 の 製 造 方 法 を 説 明 す る 図 で あ る 。 図 ４ に お
い て 、 １ ２ は 透 明 基 板 と し て の ガ ラ ス 基 板 、 １ ３ は 透 明 電 極 、 １ ４ は 有 機 Ｅ Ｌ 層 、 １ ６ は
シ ャ ド ー マ ス ク と し て の メ タ ル マ ス ク で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
次 に 、 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 の 透 明 電 極 を ド ー ム 形 状 に 形 成 す る 製 造 工 程 に つ い て 説
明 す る 。 ガ ラ ス 基 板 １ ２ の 上 面 に 透 明 電 極 １ ３ を 成 膜 す る （ 図 ４ （ ａ ） ） 。 こ の と き の 透
明 電 極 は 従 来 の 透 明 電 極 と 同 じ く 導 電 体 と し て の 機 能 を も つ も の で あ る 。 次 に 、 ド ー ム 形
状 の 透 明 電 極 を 形 成 す る た め の メ タ ル マ ス ク １ ６ を 装 着 す る （ 図 ４ （ ｂ ） ） 。 メ タ ル マ ス
ク の 開 口 部 が 画 素 に 対 応 す る よ う に メ タ ル マ ス ク を 装 着 す る 。 次 に 、 す で に 成 膜 さ れ た 透
明 電 極 の 上 に 、 さ ら に 透 明 電 極 材 料 を ス パ ッ タ リ ン グ 法 な ど で 積 層 す る 。 こ の と き 、 メ タ
ル マ ス ク の 断 面 を 逆 台 形 と し 、 短 辺 を す で に 成 膜 し た 透 明 電 極 側 に 密 着 さ せ て 、 透 明 電 極
材 料 を 積 層 し て メ タ ル マ ス ク １ ６ を 取 り 去 る と 、 新 た に 積 層 し た 透 明 電 極 は ド ー ム 形 状 と
な る （ 図 ４ （ ｃ ） ） 。 そ の 上 面 に 有 機 Ｅ Ｌ 膜 １ ４ を 成 膜 す る （ 図 ４ （ ｄ ） ） 。
【 ０ ０ １ ８ 】
メ タ ル マ ス ク １ ６ を 装 着 す る 際 に 、 メ タ ル マ ス ク １ ６ の 開 口 部 と す で に 成 膜 し た 透 明 電 極
の 表 面 と 間 に 透 明 電 極 材 料 が 進 入 す る 程 度 に 、 メ タ ル マ ス ク １ ６ の 開 口 部 と す で に 成 膜 し
た 透 明 電 極 の 表 面 と 間 に 間 隙 を 設 け る 。 こ の 状 態 で さ ら に 透 明 電 極 材 料 を 積 層 す る と 、 透
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明 電 極 １ ３ と メ タ ル マ ス ク １ ６ の 間 隙 に も 透 明 電 極 材 料 が 入 り 込 み 、 ド ー ム 形 状 が よ り 滑
ら か に 形 成 さ れ る 。 さ ら に 、 予 め 、 透 明 電 極 を 成 膜 せ ず に 、 メ タ ル マ ス ク １ ６ を ガ ラ ス 基
板 １ ２ に 装 着 し て も よ い 。 メ タ ル マ ス ク １ ６ を ガ ラ ス 基 板 １ ２ に 密 着 さ せ な い で 、 透 明 電
極 材 料 が ガ ラ ス 基 板 １ ２ と メ タ ル マ ス ク １ ６ の 間 隙 に 十 分 に 入 り 込 む よ う に 透 明 電 極 材 料
を 積 層 す る と 、 導 電 体 と し て の 機 能 を 持 つ 透 明 電 極 と ド ー ム 形 状 の 透 明 電 極 を １ 度 に 形 成
す る こ と が で き る 。 こ の 方 法 に よ り 、 透 明 電 極 の 形 成 工 程 を 減 ら す こ と が で き た 。 た だ し
、 こ の 場 合 は 、 隣 接 す る 透 明 電 極 の 行 間 で 絶 縁 が 十 分 で な く な る た め 、 行 間 の 絶 縁 を 完 全
に す る た め に 、 エ ッ チ ン グ 等 に よ り 、 隣 接 す る 透 明 電 極 の 行 間 を 除 去 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
従 っ て 、 逆 台 形 の メ タ ル マ ス ク を 使 用 し て 透 明 電 極 を ド ー ム 形 状 に 形 成 す る 本 製 造 方 法 に
よ れ ば 、 ド ー ム 形 状 の 透 明 電 極 を 簡 易 に 形 成 す る こ と が で き た 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ る 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 で は 、 透 明 電 極 の 有 機 Ｅ Ｌ
層 側 を ド ー ム 形 状 に す る こ と に よ っ て 、 有 機 Ｅ Ｌ 層 で 発 光 し た 光 の 出 射 効 率 を 向 上 さ せ る
こ と が で き た 。 出 射 効 率 の 高 い 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 は 明 る い デ ィ ス プ レ イ と す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
さ ら に 、 本 発 明 に よ る 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 の 製 造 方 法 で は 、 逆 台 形 の メ タ ル マ ス ク
を 使 用 す る こ と に よ っ て 、 簡 易 に ド ー ム 形 状 の 透 明 電 極 を 形 成 す る こ と が で き た 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 従 来 の 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 の 構 造 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 願 発 明 の 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 の 断 面 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 願 発 明 の 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 の 平 面 図 及 び 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 願 発 明 の 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 素 子 の 製 造 方 法 を 説 明 す る 工 程 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ １ ： 空 気
１ ２ ： ガ ラ ス 基 板
１ ３ ： 透 明 電 極
１ ４ ： 有 機 Ｅ Ｌ 層
１ ５ ： 画 素
１ ６ ： メ タ ル マ ス ク
５ １ ： 空 気
５ ２ ： ガ ラ ス 基 板
５ ３ ： 透 明 電 極
５ ４ ： 有 機 Ｅ Ｌ 層
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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